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一
九
九
四
年
に
上
海
博
物
館
が
入
手
し
た
戦
国
時
代
の
竹
簡
群

は
、
二

0
0
一
年
十
一
月
に
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』

（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
と
し
て
『
孔
子
詩
論
』
『
細

衣
』
『
性
情
論
』
が
公
開
さ
れ
、
二

0
0
二
年
十
二
月
に
は
、
同
（
二
）

と
し
て
『
民
之
父
母
』
『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
従
政
』
『
昔
者
君

老
』
『
容
成
氏
』
の
諸
文
献
が
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
内
、
第
二
分
冊
所
収
の
『
従
政
』
は
、
公
開
済
み
の
上
博

楚
簡
の
中
で
、
や
や
特
殊
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
本
資
料

は
、
担
当
者
の
張
光
裕
氏
に
よ
っ
て
整
理
・
解
読
が
進
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
公
開
さ
れ
た
釈
文
で
は
、
二
つ
に
分
篇
さ
れ
、

書
名
も
『
従
政
（
甲
篇
、
乙
篇
）
』
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
甲
篇
は
竹
簡
十
九
枚
、
字
数
五
一
九
字
、
乙

序

-
[
 

上
博
楚
簡

『
従
政
』

中
国
研
究
集
刊
騰
号
（
総
36
号
）
平
成
十
六
年
十
二
月

三
—
―
三
一
頁

篇
は
六
枚
、
百
四
十
字
。
総
計
二
十
五
枚
、
六
五
九
字
か
ら
な
る

文
献
で
あ
る
。
簡
長
は
完
簡
の
場
合
四
二
．
五

S
四
二
．
八

cm
、

編
綾
は
三
道
。
三
十

cm
未
満
の
残
簡
も
多
い
が
、
編
綾
の
位
置
・

字
体
・
内
容
な
ど
か
ら
、
同
一
文
献
と
判
断
し
た
上
で
、
甲
乙
に

分
篇
し
、
竹
簡
の
再
配
列
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
な
ぜ
甲
篇
、
乙
篇
に
二
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

に
つ
い
て
は
、
充
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
釈
文
冒
頭
の
「
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
簡
長
や
編
餞
の
位
置
が

二
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
提
供
さ
れ
た
写

真
版
に
基
づ
く
限
り
、
甲
篇
•
乙
篇
の
間
に
、
竹
簡
の
形
制
や
編

錢
の
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
。
字
体
に
つ
い
て
も
、
既
に
菅
本
大

二
氏
が
「
行
以
」
字
を
例
と
し
て
、
甲
乙
両
篇
の
類
似
性
を
指
摘

し
て
い
る
が
（
注
1
)
、
他
に
も
「
日
」
「
不
」
「
人
」
「
之
」
「
其
」
「
従

政
」
「
薬
（
楽
）
」
「
善
」
な
ど
、
同
筆
と
思
わ
れ
る
文
字
は
多
い
。

他
の
戦
国
楚
簡
の
内
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
が
甲
乙
丙
の
三
種
に

の
竹
簡
連
接
と
分
節
に
つ
い
て

湯

浅

邦

弘
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固
1

甲
06
簡
と
甲
07
簡
と
の
接
続

分
類
さ
れ
、
『
語
叢
』
が
一
か
ら
四
に
分
篇
さ
れ
た
例
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
竹
簡
の
形
制
や
字
体
に
明
瞭
な
相
違
が
あ
り
、
『
従
政
』

と
は
や
や
事
情
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
分
篇
の
問
題
に
関
連
し
て
、
竹
簡
の
連
接
に
つ
い

て
も
不
明
な
箇
所
が
多
い
。
釈
文
で
は
、
甲
第
六
簡
と
甲
第
七
筋

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
端
と
上
端
の
断
裂
状
況
が
一
致
す
る
の
で
、

も
と
一
簡
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
こ
れ
を
含
め
、
次
の
三
箇
所
に

つ
い
て
連
接
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
注
2
)
0

•
「
0
1
（完
簡
）
＋

0
2
（
下
欠
）」

•
「
0
5
（完
簡
）
十

[
0
6（
下
欠
）
＋
0
7
（
上
欠
）
ピ

•

「
乙
0
1
（完
簡
）
＋
乙
0
2
（
下
欠
）
」

確
か
に
、
因
1
の
よ
う
に
、

06
の
下
端
と

07
の
上
端
の
形
状
は

見
事
に
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
張
光
裕
氏
の
指
摘
通
り
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、

他
の
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
前
後
の
接

続
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
『
従
政
』
全
二
十
五
枚
の
竹
簡
の

連
接
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
謎
を
残
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
内
容
の
分
析
も
現
時
点
で
は
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
「
従
政
」
と
い
う
書
名
は
、
簡
文
中
に
「
従

政
」
の
語
が
散
見
す
る
こ
と
に
よ
る
仮
称
で
あ
る
が
、
本
資
料
は

文
字
通
り
、
政
治
に
従
事
す
る
者
の
心
得
を
説
く
文
献
で
あ
る
。

筋
文
中
に
「
仁
」
「
義
」
「
礼
」
な
ど
と
い
っ
た
儒
家
の
徳
目
が
見

え
る
こ
と
か
ら
、
張
光
裕
氏
は
、
儒
家
思
想
研
究
に
お
け
る
意
義

を
強
調
し
、
ま
た
、
同
じ
く
役
人
の
心
得
を
説
い
た
資
料
と
し
て

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
と
の
関
係
に
注
目
し
て
い
る
。

た
だ
、
本
資
料
と
儒
家
思
想
と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、

本
資
料
と
「
為
吏
之
道
」
と
は
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
類
似
性

を
持
つ
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察
は
進
ん
で
い
な

い
。
も
と
よ
り
そ
の
原
因
は
、
竹
筋
の
連
接
自
体
が
充
分
に
解
明

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
従
政
』
の
竹
簡
の
配
列

•

連
接

に
つ
い
て
再
検
討
し
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
と
し

た
い
。一

、
竹
簡
配
列
の
再
検
討

本
資
料
の
竹
簡
配
列
に

つ
い
て
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
二
）
』
釈
文
（
以
下
、
「
釈
文
」
と
略
称
す
る
）
は
、
甲
篇
、
乙

篇
に
二
分
し
た
上
で
、
甲
十
九
簡
、
乙
六
簡
と
し
て
配
列
す
る
。
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（
完
簡
）

+
[
0
6
 
（
下
欠
）

（
下
欠
）

＋ 
07 

＋
乙

05
（
上
欠
）
]

そ
こ
で
、
こ
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
意
見

や
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
二
）
》
読
本
』
（
季
旭
昇
主
編
、
万
巻
楼
、
二

0
0
三
年
、
以
下
、

『
読
本
』
と
略
記
す
る
）
は
、
釈
文
に
対
す
る
種
々
の
異
説
を
ま

と
め
、
連
接
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加
え
た
上
で
、
再
配
列

案
を
提
示
し
た
。
『
従
政
』
を
担
当
し
た
の
は
陳
美
蘭
氏
で
あ
る
。

今
、
陳
氏
の
総
括
に
従
っ
て
、
改
め
て
竹
簡
配
列
に
関
す
る
主

要
な
意
見
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
張
光
裕
氏
釈
文
】

•
甲
篇
、
乙
篇
に
二
分
。

•
「
0
1
（
完
簡
）
＋
0
2
（
下
欠
）
」
、
「
0
5
（
完
簡
）
十
[
0
6
（
下
欠
）

+
0
7
（
上
欠
)
]
」
、
「
乙

01

（
完
簡
）
＋
乙

02

（
下
欠
）
」
の
三

箇
所
は
連
接
、
他
の
竹
簡
は
す
べ
て
前
後
の
接
続
不
明
。

【
陳
剣
氏
の
連
接
】

•
甲
乙
の
分
篇
を
取
ら
ず
。
次
の
三
つ
の
連
接
を
認
め
る
。
他
は

前
後
の
接
続
不
明
と
す
る
。

.
1
7
（
下
欠
）
＋

18

（
完
簡
）
＋

12

＋
11

（
完
簡
）

．15
（
完
簡
）
＋

05

（
上
欠
）

し
か
し
、
前
記
の
通
り
、
甲
乙
の
分
割
に
必
然
性
が
あ
る
の
か
疑

問
で
あ
り
、
ま
た
前
後
の
接
続
不
明
と
さ
れ
た
簡
が
多
数
に
上
っ

て
い
る
。

.
1
6

（
下
欠
）
＋
乙
03

【
王
中
江
氏
の
連
接
】

•
甲
乙
の
分
篇
を
取
ら
ず
。
次
の
連
接
を
認
め
る
。
他
は
前
後
の

接
続
不
明
と
す
る
。

．05
（
完
簡
）
十
[
0
6
（
下
欠
）
＋
0
7
（
上
欠
)
]
＋
乙

01

（
完
簡
）

＋
乙
02

（
下
欠
）

【
陳
美
蘭
氏
の
連
接
】

•
甲
乙
の
分
篇
を
取
ら
ず
。
全
体
の
接
合
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

01
（
完
簡
）
＋

02

（
下
欠
）
…
…

03
（
下
欠
）
…
…
0
4
（
下
欠
）
、

15

（
完
簡
）
＋

05

（
完
簡
）
十
[
0
6
（
下
欠
）
＋
0
7
（
上
欠
）
]

…
…
乙

01

（
完
簡
）
＋
乙

02

（
下
欠
）
…
…
0
8
（
完
簡
）
…
…

09

（
上
下
端
残
欠
）
…
…

10

（
下
欠
）
…
…

13

（
下
欠
）
…
…

14
（
下
欠
）
…
…
①
16

（
下
欠
）
＋
乙

03

（
下
欠
）
…
…
園

7
刊

匁
「
豆
淡
万
雰
四
諏
「
＋
②
12

（
下
欠
）
＋
乙

05

（
上
欠
）
③
‘

11

（
完
簡
）
…
…
④
19

（
完
簡
、
二
九
字
、
墨
釘
・
留
白
あ
り
）

＋
乙
0
4
（
下
欠
）
…
…
乙
0
6
（
下
欠
）
…
…

こ
の
よ
う
に
、
釈
文
が
公
開
さ
れ
た
後
、
『
従
政
』
の
竹
簡
配
列

に
つ
い
て
、
甲
乙
の
分
篇
を
支
持
す
る
意
見
は
な
い
。
す
べ
て
甲

乙
の
区
別
を
越
え
て
配
列
を
再
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

集
大
成
と
も
言
え
る
の
が
、
右
の
陳
美
蘭
氏
の
説
で
あ
る
（
注
3
)
0

陳
氏
は
、
ま
ず
甲
乙
の
分
篇
を
白
紙
に
戻
し
た
上
で
、
全
体
の
接

（
下
欠
）

(115) 



合
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
論
と
し
て
得
ら
れ
た
の
が
、
右
の
配
列

で
あ
る
。
傍
線
お
よ
び
（
）
内
の
注
記
は
行
論
の
便
宜
上
筆
者

（
湯
浅
）
が
加
え
た
も
の
で
、
「
完
簡
」
は
竹
簡
に
欠
損
の
な
い
完

全
簡
、
「
下
欠
」
は
竹
簡
の
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
、
「
上
欠
」

は
竹
簡
の
上
端
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
、
の
意
で
あ
る
。

こ
こ
で
陳
氏
は
、
三
種
類
の
記
号
に
よ
っ
て
配
列
を
提
示
し
て

い
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
記
号
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
＋
」

は
竹
簡
が
完
全
に
接
合
す
る
意
。
例
え
ば
、
完
簡
の
0
1
は
0
2
（
下

欠
）
に
接
合
し
、
1
5
と
0
5
は
と
も
に
完
簡
で
、
完
全
に
接
合
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

次
に
、
「
…
…
」
は
文
脈
上
お
お
よ
そ
の
接
続
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
完
全
に
接
合
す
る
の
で
は
な
く
、
前
後
に
欠
簡
ま
た
は
欠

文
が
あ
る
と
す
る
も
の
。
例
え
ば
、
0
2
は
下
端
欠
損
簡
で
あ
り
、

完
全
接
合
と
は
言
え
な
い
も
の
の
文
脈
と
し
て
は
0
3
（
下
欠
）
に

接
合
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
同
様
に
、
0
3
は
0
4
（
下
欠
）
に
接
合

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
『
従
政
』
に
は
残
簡
が
多
く
、
こ
の

「
…
…
」
に
分
類
さ
れ
る
接
合
関
係
が
多
く
な
る
。

例
外
は
、
波
線
で
示
し
た
1
7
（
下
欠
）
と
1
8
（
完
簡
）
で
あ
る
。

1
7
は
下
端
欠
損
簡
で
あ
り
、
後
続
簡
と
の
接
合
は
当
然
「
…
…
」

記
号
と
な
る
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
1
7
簡
の
下
端
欠
損
は
わ
ず

か
数
セ
ン
チ
、
文
字
数
に
し
て
二
字
程
度
で
あ
り
、
そ
の
二
字
も

文
脈
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
1
7

と
1
8
の
接
合
は
、
「
…
…
」
で
は
な
く
「
＋
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。残
る
「
、
」
記
号
は
、
前
後
簡
の
文
義
不
接
合
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
0
4
（
下
欠
）
と
1
5
（
完
簡
）
、
乙
0
5
（
上
欠
）
と
1
1
（
完
簡
）

の
二
箇
所
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

陳
氏
の
説
は
、
種
々
の
異
説
を
総
合
的
に
検
討
し
た
も
の
で
、

そ
の
再
配
列
案
は
概
ね
妥
当
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
た
だ
私
見

に
よ
れ
ば
、
な
お
四
箇
所
に
つ
い
て
、
問
題
点
が
残
る
と
思
わ
れ

る。
第
一
は
傍
線
部
①
で
、
1
6
（
下
欠
）
と
乙
0
3
（
下
欠
）
と
を
「
＋
」
、

即
ち
完
全
接
合
と
す
る
点
で
あ
る
。
1
6
は
簡
長
二
五
．
一

cm
、
字

数
ニ
ニ
字
、
乙
0
3
は
三
六
．
五

cm
、
三
二
字
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
両
簡
を
直
結
す
る
と
六
一
．
六

cm
、
五
四
字
と
な
る
。
『
従
政
』

の
内
、
完
簡
は
九
枚
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
簡
長
は
四
二
．
六

cm

前
後
、
字
数
は
三
五
字
前
後
で
あ
る
か
ら
、
1
6
と
乙
0
3
と
を
本
来

一
簡
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
物
理
的
な
問
題
が
あ
る
と
言

え
よ
う
。
筆
者
は
、
こ
の
1
6
の
下
端
欠
損
部
分
に
十
字
程
度
の
文

字
が
あ
り
、
そ
れ
で
一
簡
、
そ
の
簡
に
乙
0
3
を
別
簡
と
し
て
連
接

さ
せ
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
二
は
傍
線
部
②
。

12
（
下
欠
）
と
乙
0
5
（
上
欠
）
と
を
「
＋
」
、

即
ち
完
全
接
合
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
両
簡
に
つ
い
て
は
、
簡

長
・
文
意
か
ら
見
て
も
接
続
の
可
能
性
は
高
く
、
こ
の
推
測
は
概
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第
三
は
傍
線
部
③
で
、
乙
0
5
（
上
欠
）
と
1
1
（
完
簡
）
の
接
続

で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
両
簡
は
文
意
の
上
か
ら
は
接
続

さ
せ
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
『
読
本
』
は
「
、
」
（
文
義
不
接

合
）
と
し
て
い
る
。
「
、
」
は
単
な
る
誤
植
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

や
や
理
解
に
苦
し
む
点
で
あ
る
。

第
四
は
傍
線
部
④
。
1
9
と
乙
0
4
と
を
「
＋
」
、
即
ち
完
全
接
合
と

す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
国
楚
簡
全
体
に
関
わ
る
、
や
や
大

き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
『
従
政
』
以
外
の
文

図
2

甲
1
2
筋
と
乙
0
5
簡
と
の
接
続

ね
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
図

2
の
よ
う
に
、
1
2
の
下
端

と
乙
0
5
の
上
端
と
の
断
裂
形
状
は
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

0
6
と
0
7
の
断
裂
形
状
が
見
事
に
一
致
す
る
の
と
は
や
や
異
な
り
、

不
連
続
の
可
能
性
も
残
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
竹
簡
の
欠
損
は
、

一
度
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
ま
ず
編
棧
部
付
近
で
大

き
く
断
裂
し
た
後
、
更
に
二
次
的
な
破
断
が
生
ず
る
と
い
う
場
合

も
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
両
簡
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
可
能

性
を
見
込
ん
で
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

献
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
。

1
9
は
『
従
政
』
の
中
で
特
別
な
竹
簡
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
図

3
の
よ
う
に
、
墨
釘
の
後
を
留
白
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
1
9

は
完
簡
で
文
字
数
は
二
九
字
。
文
末
に
墨
釘
が
打
た
れ
、
そ
の
後

が
白
節
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
あ
と
七
字
程
度
文
字
が
入

っ
て
い
て
も
良
い
簡
で
あ
る
。

戦
国
楚
簡
に
お
い
て
、
句
読
や
分
節
を
示
す
と
思
わ
れ
る
符
号

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
所
、
そ
の
形
状
に
よ
っ
て
、
大
き
く
は
墨

釘
•
墨
鉤
・
墨
節
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
注

4
)
°

こ
の
内
、
墨

節
は
、
竹
簡
の
横
幅
い
っ
ぱ
い
に
引
か
れ
る
太
め
の
墨
線
で
あ
る

た
め
、
概
ね
篇
や
章
の
末
尾
を
表
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
墨
釘
と
墨
鉤
は
、
句
読
点
や
章
・
篇
の
区
切
り
を

示
す
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
区
切
り
の
意
識

を
反
映
し
て
い
る
の
か
未
詳
で
あ
る
。
例
え
ば
、
墨
釘
が
現
在
の

読
点
に
、
墨
鉤
が
句
点
に
相
当
す
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
微

妙
な
形
状
の
相
違
は
何
を
意
味
す
る
の
か
な
ど
は
判
然
と
し
な
い
。

図
3

甲
1
9
筋
の
墨
釘
と
留
白
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ま
た
、
符
号
の
登
場
す
る
頻
度
も
、
テ
キ
ス
ト
ご
と
に
、
あ
る
い

は
テ
キ
ス
ト
内
部
で
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

こ
の
『
従
政
』
に
つ
い
て
は
、
区
切
り
符
号
と
し
て
墨
釘
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
は
、
方
形
と
い
う
よ
り
は
や
や
楔
形
に

近
い
形
状
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
頻
繁
に
打

た
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
文
脈
上
当
然
墨
釘
が
あ

っ
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
場
所
に
打
た
れ
て
い
な
い
と
い
う
有
様

で
、
整
合
的
な
理
解
は
難
し
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
確
実
な
の
は
、
符
号
を
打
っ
た
後
の
留

白
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
他
の
戦
国
楚
簡
に
お
い
て
も
見

ら
れ
る
現
象
で
、
恐
ら
く
は
、
留
白
の
直
前
で
文
意
が
完
結
し
、

そ
の
章
や
篇
、
あ
る
い
は
そ
の
文
献
が
そ
こ
で
終
わ
り
に
な
る
と

の
意
味
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
同
じ
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所

収
の
『
民
之
父
母
』
は
、
最
終
簡
の

14
簡
冒
頭
六
字
目
（
冒
頭
の

欠
字
一
字
を
含
む
）
に
墨
鉤
が
打
た
れ
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い

る
。
『
民
之
父
母
』
は
、
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
と
重
複
す
る
内
容

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
が
文
末
で
あ
る
こ
と
は
文
意
の
上
か
ら
も
確

認
で
き
る
。
ま
た
、
『
子
恙
』
も
、
最
終
簡
の

14
簡
末
尾
に
墨
節
が

引
か
れ
、
以
下
留
白
。
『
魯
邦
大
旱
』
も
、
最
終
簡
の
0
6
簡
末
尾
に

墨
節
が
引
か
れ
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
全

53
簡
に
及
ぶ
長

大
な
文
献
『
容
成
氏
』
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
墨
釘
な
ど
の
符
号

「
容
成
氏
」
と
記

53
簡
が
最
終
簡

は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

53
簡
の
竹
簡
背
面
に

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
書
名
を
表
す
と
同
時
に
、

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
所
収
文
献
に
つ
い

て
言
え
ば
、
『
細
衣
』
は
、
現
行
本
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
の
関
係
で

文
末
が
特
定
で
き
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
墨
節
が
あ
り
、
以

下
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
性
情
論
』
は
文
末
に
墨
鉤
、
以

下
留
白
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
な

お
、
『
孔
子
詩
論
』
は
文
頭
の

Ol
簡
に
前
篇
と
の
区
切
り
を
示
す
墨

節
が
見
ら
れ
る
が
、
文
末
は
竹
簡
残
欠
の
た
め
確
認
で
き
な
い

（注
5
)
0

更
に
、
同
•
第
三
分
冊
所
収
文
献
で
は
、
『
周
易
』
は
一
卦
分
を

ほ
ぼ
二
簡
に
筆
写
し
、
ま
た
朱
・
墨
を
組
み
合
わ
せ
た
六
種
の
符

号
を
使
い
分
け
る
と
い
う
特
殊
形
態
を
取
る
の
で
一
応
除
外
し
て

お
く
と
、
『
影
祖
』
が
文
末
に
墨
鉤
を
打
ち
、
以
下
留
白
と
し
て
い

る
。
な
お
、
『
仲
弓
』
は
残
簡
が
多
く
、
文
末
•
最
終
簡
を
確
定
で

き
な
い
。
一
方
、
郭
店
楚
簡
で
も
、
『
細
衣
』
は
、
最
終
簡
の
4
7
簡
冒
頭
の

四
字
目
で
墨
釘
、
そ
の
後
、
若
干
の
空
白
を
置
い
て
「
二
十
又
三
」

と
い
う
細
衣
内
部
の
章
数
が
記
さ
れ
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
が
文
末
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
魯
穆
公
問
子
思
』

は
魯
の
穆
公
と
子
思
と
成
孫
七
と
の
問
答
で
構
成
さ
れ
る
文
献
で
、
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具
体
的
な
問
答
の
状
況
か
ら
文
末
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

も
墨
節
が
あ
り
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
『
窮
達
以
時
』
と
『
五

行
』
は
、
た
ま
た
ま
文
末
が
最
終
簡
の
下
端
近
く
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
墨
釘

が
打
た
れ
、
以
下
若
干
の
留
白
が
見
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
『
忠
信
之
道
』
と
『
尊
徳
義
』
に
は
、
こ
う
し
た
現

象
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
た
ま
た
ま
最
終
簡
に
相
当
す
る

竹
簡
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
を
除
け

ば
、
墨
節
の
後
が
留
白
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
『
唐
虞
之
道
』
、

墨
鉤
の
後
が
留
白
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
『
成
之
聞
之
』
『
性

自
命
出
』
『
六
徳
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
『
語
叢
』
は
短
文
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
献
で
、
や
や
性
格

は
異
な
る
が
、
そ
れ
で
も
『
語
叢
』
一

S
四
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に

墨
釘
が
打
た
れ
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
『
老

子
』
も
、
章
の
末
尾
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
墨
釘
が
打
た
れ
留
白

を
伴
う
場
合
が
あ
る
。
甲
乙
丙
の
三
種
写
本
の
内
、
篇
末
が
確
認

さ
れ
る
の
は
甲
本
と
丙
本
で
あ
る
が
、
甲
本
に
つ
い
て
は
、
お
玉

杓
子
型
の
墨
鉤
が
、
丙
本
に
は
方
形
の
墨
釘
が
打
た
れ
、
以
下
留

白
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
末
に
記
す
符
号
に
は
、
墨
鉤
・
墨
釘
・
墨
節

な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
留
白
の
現

象
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従

（
下
欠
）
（
＋
）

03
（
下
欠
）
（
＋
）
0
4
（
下

っ
て
、
こ
の
『
従
政
』
1
9
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
そ
の
可
能
性
を

重
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
張
光
裕
氏
が
こ
の
1
9
を
甲
篇
の
末

簡
と
し
た
の
は
、
こ
の
現
象
に
注
目
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

だ
と
す
れ
ば
、
甲
•
乙
の
分
篇
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ

の
簡
を
篇
末
と
し
た
判
断
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
こ

れ
に
対
し
て
『
読
本
』
は
、
こ
の
1
9
に
乙
0
5
を
完
全
接
合
と
し
て

連
続
さ
せ
る
訳
で
あ
る
が
、
墨
釘
・
留
白
を
飛
び
越
え
て
、
1
9
末

尾
の
文
章
が
乙
0
5
の
冒
頭
の
「
也
」
字
に
接
続
す
る
と
い
う
の
は
、

や
や
苦
し
い
理
解
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
墨
釘
・
留
白
を
重
視

し
て
、
1
9
こ
そ
が
『
従
政
』
全
体
の
末
尾
で
あ
っ
た
可
能
性
を
提

起
し
て
お
き
た
い
。

二
、
再
配
列
案
と
分
節

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
疑
問
点
を
念
頭
に
置
い
て
、

の
再
配
列
を
更
に
微
調
整
す
る
と
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
結
果
を
次
に
図
示
し
て
み
る
。

＋ 
02 

.
0
1

（
完
簡
）

欠）
．1
5
（
完
簡
）
＋
0
5
（
完
簡
）
十

[06
（
下
欠
）
＋
0
7
（
上
欠
）
]

(
+
）
乙

01

（
完
簡
）
＋
乙
0
2
（
下
欠
）
＋
0
8
（
完
簡
）
＋

C 119) 



09

（
上
下
端
残
欠
）

•
1
6
（
下
欠
）
（
＋
）
乙0
3
（
下
欠
）

.
1
7
（
下
欠
）
＋

18

（
完
簡
）
（
＋
）

12

（
上
欠
）
＋

11

（
完
簡
）

•
[
0
4

ロ
前
後
の
接
続
不
明

•
乙

0
6
（
下
欠

.
1
9

（
完
簡
、
二
九
字
、

墨
釘
・
留
白
あ
り
）

こ
の
内
、
（
＋
）
記
号
は
『
読
本
』
の
「
…
…
」
記
号
に
類
似
す

る
も
の
で
、
欠
簡
や
欠
文
を
含
み
な
が
ら
も
文
意
が
ほ
ぼ
連
続
す

る
と
思
わ
れ
る
接
合
関
係
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
接
合
に
つ
い
て

は
、
大
き
く
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
連
接
を
想
定
で
き
る
。
ま
た
前

記
の
よ
う
に

19
を
末
尾
に
配
置
し
て
み
た
。
た
だ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
も
な
お
前
後
の
接
続
を
推
定
で
き
な
い
簡
が
五
簡
残
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
一
応
、
末
尾
の

19
の
前
に
仮
配
置
し
て
お
い
た
。

さ
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
多
少
の
整
理
は
進
ん
だ
も
の
の
、
依
然

と
し
て
、
全
体
の
連
接
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
で
は
、
や
は
り
『
従
政
』
の
内
容
面
の
検
討
は
前
進
し
な
い
の

（
下
欠
）

(+） 
乙
0
5

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
資
料
の
構
成
上

の
特
色
で
あ
る
。

『
従
政
』
は
、
「
聞
之
日
」
を
先
頭
と
す
る
聞
き
書
き
の
体
裁
と

な
っ
て
い
る
点
に
、
構
成
上
の
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
「
聞
之
日
」

の
語
は
『
従
政
』
中
に
十
四
箇
所
見
え
て
お
り
、
こ
れ
を
手
が
か

り
に
分
節
す
る
と
、
『
従
政
』
は
十
四
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
「
聞
之
日
」
の
語
が
確
認
で
き
な
い
も

の
の
内
容
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
節
が
他
に
四
節
程
度
あ
る
こ
と

も
分
か
る
。
つ
ま
り
計
十
八
程
度
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
節
と
節
と
は
、
緊
密
な
論
理
に
よ
っ
て
連
続

し
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
冒
頭
の

01
に

は
、
や
や
総
論
的
な
性
格
が
認
め
ら
れ
、
先
述
の
よ
う
に
、

19
は

墨
釘
・
留
白
の
現
象
か
ら
最
終
簡
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
、
仮
に
三
番
目
の
「
聞
之
日
」
で
始
ま
る
節
と
四
番

目
の
節
と
を
入
れ
替
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
読
み
取
り
が
で

き
な
く
な
る
訳
で
は
な
い
。
各
節
は
、
「
従
政
」
と
い
う
主
題
の
中

に
緩
や
か
な
関
係
を
持
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
ょ
う
ど
、
『
論
語
』
に
お
い
て
、
特
定
の
箇
所
を
除
き
、
「
子
日
」

で
始
ま
る
孔
子
の
言
葉
を
多
少
入
れ
替
え
て
も
『
論
語
』
全
体
の

読
解
に
大
き
な
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
従
政
』
全
体
の
竹
簡
配
列
を
困
難
に
し
て
い
る
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そ
こ
で
ま
ず
は
、
「
聞
之
日
」
の
語
を
基
準
に
『
従
政
』
内
部
の

分
節
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
以
下
、
便
宜
上
、
釈
文
の
竹
簡
番
号

に
沿
っ
て
、
「
聞
之
日
」
が
認
め
ら
れ
る
節
を
、
①

S
⑭
の
節
番
号

を
付
け
な
が
ら
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て

お
く
。
引
用
す
る
原
文
に
つ
い
て
は
、
釈
文
や
陳
美
蘭
『
読
本
』

な
ど
の
諸
説
を
参
考
に
し
て
、
筆
者
な
り
に
釈
読
し
た
も
の
を
掲

載
す
る
こ
と
と
し
、
読
解
に
問
題
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
注
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
？
は
釈
文
が
未
釈
と
す
る
文
字
、

口
は
竹
簡
の
欠
字
箇
所
、
【
】
内
の
文
字
は
、
竹
簡
の
欠
字
を
補

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
9

は
墨
釘
を
示
す
。
ま
た
、
諸
氏
の

見
解
を
引
用
す
る
際
、
特
に
出
典
を
明
示
し
な
い
も
の
は
、
『
読
本
』

に
紹
介
さ
れ
た
説
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
読
本
』
を
参
照
さ
れ
た

。ヽし

一
、
「
聞
之
曰
」
に
よ
る
分
節

要
因
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
一
方
で
は
、
仮
に
竹
簡
全
体
の
連

接
が
確
定
で
き
な
く
て
も
、
「
聞
之
曰
」
や
内
容
上
の
ま
と
ま
り
を

手
が
か
り
に
し
て
、
節
単
位
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
検
討
の
蓄
積
の
上
に
立
っ
て
、
総
合
的
に

『
従
政
』
の
思
想
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

①
0
1
聞
之
日
、
昔
三
代
之
明
王
之
有
天
下
者
、
莫
之
餘
也
（
注
6
)
、

而
口
取
之
（
注
7
)
、
民
皆
以
為
義
、
夫
是
則
守
之
以
信
、
教
0
2

之
以
義
、
行
之
以
證
也
。
其
胤
（
注
8
)
、
王
餘
人
邦
家
土
地
、

而
民
有
弗
義
、
口
・
…
:
0
3
證
則
寡
而
為
仁
、
教
之
以
刑
則
遂
璽
〇

三
代
の
王
者
の
「
治
世
」
と
「
乱
世
」
と
を
対
比
し
て
い
る
一

段
で
あ
る
。
竹
簡
の
接
合
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
概
ね

政
治
の
良
否
を
対
照
的
に
論
じ
て
い
る
節
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の

節
が
「
従
政
」
者
に
つ
い
て
説
く
の
に
対
し
て
、
こ
の
節
は
「
三

代
之
明
王
」
か
ら
説
き
起
こ
し
て
お
り
、
や
や
視
線
が
異
な
る
と

も
言
え
る
が
、
仮
に
本
節
が
『
従
政
』
全
体
の
冒
頭
部
分
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
「
従
政
」
の
前
提
や
大
原
則
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「
明
王
」
の
治
世
に
関
す
る
説
明
の
内
、
「
之
を
守
る
に
信
を
以

て
し
、
之
に
教
う
る
に
義
を
以
て
し
、
之
を
行
う
に
礼
を
以
て
す
」

の
部
分
は
、
「
守
」
「
教
」
「
行
」
の
手
段
と
し
て
各
々
「
信
」
「
義
」

「
礼
」
を
挙
げ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
類
似
す
る
文
言
は
、
伝
世
儒

家
系
文
献
に
も
見
え
る
。
『
礼
記
』
文
王
世
子
に
「
是
故
聖
人
之
記

事
也
、
慮
之
以
大
、
愛
之
以
敬
、
行
之
以
證
」
、
『
左
伝
』
隠
公
三

年
に
「
石
硝
諌
曰
、
臣
聞
愛
子
、
教
之
以
義
方
」
、
『
左
伝
』
昭
公

六
年
に
「
昔
先
王
議
事
以
制
、
不
為
刑
辟
、
憚
民
之
有
挙
心
也
、

猶
不
可
禁
禦
、
是
故
閑
之
以
義
、
糾
之
以
政
、
行
之
以
證
、
守
之
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訃
、
奉
之
以
仁
」
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
0
2
と
0
3
の
連
接
は
あ
く
ま
で
仮
定
で
あ
る
が
、
も
し
接

続
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前
段
と
は
逆
に
、
「
乱
」
の
状
態
、
即
ち

手
段
を
誤
っ
た
場
合
が
記
述
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
末
の

「
之
に
教
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
遂
ぐ
」
（
注
9
)
は
、
「
教
」

化
の
手
段
と
し
て
「
刑
」
を
用
い
れ
ば
民
は
そ
の
刑
を
巧
み
に
逃

れ
て
欲
望
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
と
説
く
も
の
で
、
「
乱
」
の
一
例
と

な
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
釈
文
は
、
同
様
の
主
旨
を
説

い
た
も
の
と
し
て
『
論
語
』
為
政
篇
に
「
子
日
、
道
之
以
政
、
剛

ii‘民
免
而
無
恥
」
と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
『
礼
記
』

細
衣
篇
に
も
こ
れ
に
類
似
す
る
「
子
日
、
夫
民
教
之
以
徳
、
齊
之

以
證
、
則
民
有
格
心
、
教
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
則
民
有
遮
心
」

と
の
言
が
見
え
る
。

②
0
3
聞
之
日
、
善
人
、
善
人
也
、
是
以
得
賢
士
一
人
、
一
人
奉

…

…

04
四
郡
。
失
賢
士
一
人
、
謗
亦
反
是
。
是
故
君
子
慎
言

而
不
慎
事
。

「
善
人
」
に
よ
る
「
賢
者
」
の
登
用
の
重
要
性
を
説
く
一
節
で

あ
る
。
ま
ず
、
「
善
人
と
は
人
を
善
み
す
る
な
り
」
と
定
義
す
る
。

つ
ま
り
、
他
者
の
能
力
を
見
抜
い
て
高
く
評
価
し
登
用
す
る
の
が

「
善
人
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
善
人
」
の
そ
う
し
た
行
為
が

最
終
的
に
は
「
四
隣
」
へ
と
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
説
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
竹
簡
の
欠
損
箇
所
は
約
十

cm
、
文
字
数
に
し
て
六

S
七
字
程
度
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
「
善
人
↓
賢
士
」
と
「
四

隣
」
の
間
を
つ
な
ぐ
論
理
が
示
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

逆
に
、
「
賢
士
一
人
を
失
」
っ
た
場
合
に
は
、
「
謗
も
亦
た
是
に

反
る
」
（
注
10)
、
即
ち
有
能
な
賢
人
を
登
用
し
な
か
っ
た
り
、
罷
免

し
た
り
す
れ
ば
、
非
難
の
声
が
己
の
身
に
返
っ
て
く
る
。
だ
か
ら

「
君
子
は
言
を
慎
む
も
而
し
て
事
を
慎
ま
ず
」
、
つ
ま
り
、
君
子
は

賢
人
を
評
価
す
る
言
葉
に
は
慎
重
で
あ
っ
て
も
、
賢
人
の
登
用
と

い
う
行
動
に
は
躊
躇
が
な
い
、
と
い
う
。

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
「
善
人
」
の
定

義
で
あ
る
。
釈
文
は
、
『
論
語
』
子
路
篇
の
「
子
日
、

Xi為
邦
百

年
、
亦
可
以
勝
残
去
殺
突
。
誠
哉
是
言
也
」
、
「
子
日
‘
劉
凡
＇
教
民

七
年
、
亦
可
以
即
戎
突
」
な
ど
を
指
摘
す
る
。
『
論
語
』
に
は
こ
の

他
、
述
而
篇
に
も
「
子
日
、
脚
刈
‘
吾
不
得
而
見
之
芙
。
得
見
固

刊
者
、
斯
可
突
。
子
日
、

Xi、
吾
不
得
而
見
之
突
。
得
見
有
恒

者
、
斯
可
芙
。
亡
而
為
有
、
虚
而
為
盈
、
約
而
為
泰
、
難
乎
有
恒

突
」
、
ま
た
先
進
篇
に
も
「
子
張
問
劉
凡
之
道
。
子
日
、
不
践
跡
、

亦
不
入
於
室
」
と
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
に
も
「
善
人
」
の
語
は
見
え
る
が
、
本

節
の
よ
う
な
定
義
は
独
特
で
あ
る
。
例
え
ば
、
子
路
篇
の
「
善
人
」

が
為
政
者
で
あ
る
こ
と
は
文
意
の
上
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
が
、
賢

人
の
登
用
と
い
う
内
容
を
特
に
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
注
l
l
)
0
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ま
た
、
述
而
篇
の
「
善
人
」
は
、
「
聖
人
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、

「
吾
得
て
之
を
見
ず
」
、
つ
ま
り
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
と

い
う
点
で
は
「
聖
人
」
と
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
先
進
篇
の
そ

れ
も
、
聖
人
の
域
に
は
届
か
な
い
も
の
の
、
単
に
先
人
の
跡
を
践

ん
で
い
く
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
注
1
2
)
0

③
0
5
聞
之
日
、
従
政
、
敦
五
徳
属
、
固
三
誓
冨
、
除
十
怨
置
。
五
徳
、

一
日
寛
璽
、
二
日
恭
冨
、
三
日
悪
璽
、
四
日
仁
璽
、
五
日
敬
璽
。
君

子
不
寛
則
無
0
6
以
容
百
姓
"
‘
不
恭
則
無
以
除
辱
璽
、
不
恵
則

無
以
緊
民
璽
、
不
仁
0
7
則
無
以
行
政
璽
、
不
敬
則
事
無
成
置
。
三

誓
持
行
、
見
上
卒
食
。

こ
の
節
で
は
、
「
政
に
従
う
に
は
、
五
徳
を
敦
く
し
、
三
誓
を
固

く
し
、
十
怨
を
除
く
」
と
、
「
従
政
」
の
際
に
留
意
す
べ
き
事
項
と

し
て
、
「
五
徳
」
「
三
誓
」
「
十
怨
」
を
挙
げ
る
。
「
五
徳
」
と
さ
れ

る
の
は
、
「
寛
」
「
恭
」
「
恵
」
「
仁
」
「
敬
」
の
五
者
で
あ
る
。
「
三

誓
」
「
十
怨
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
竹
簡
残
欠
の
た
め
明
確

な
読
み
取
り
が
で
き
な
い
（
注
1
3
)
0

「
五
徳
」
の
内
容
は
、
『
論
語
』
の
勢
日
篇
と
陽
貨
篇
の
一
部
を

折
衷
し
た
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
『
論
語
』
党
日
篇
に
は
「
子
張
問
於

孔
子
日
、
何
如
斯
可
以
従
政
突
、
子
曰
、
尊
五
美
、
屏
四
悪
、
斯

可
以
従
政
突
、
子
張
日
、
何
謂
五
美
、
子
日
、
君
子
恵
而
不
費
、

勢
而
不
怨
、
欲
而
不
貪
、
泰
而
不
騒
、
威
而
不
猛
、
子
張
日
、
何

④
0
8
聞
之
日
、
従
政
有
七
幾
、
獄
則
興
、
威
則
民
不
道
璽
、
歯
則

謂
恵
而
不
費
、
子
日
、
因
民
之
所
利
而
利
之
、
斯
不
亦
恵
而
不
費

乎
、
揮
可
努
而
努
之
、
又
誰
怨
、
欲
仁
而
得
仁
、
又
焉
貪
、
君
子

無
衆
寡
、
無
小
大
、
無
敢
慢
、
斯
不
亦
泰
而
不
緊
乎
、
君
子
正
其

衣
冠
、
尊
其
瞭
視
、
傲
然
人
望
而
畏
之
、
斯
不
亦
威
而
不
猛
乎
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
論
語
』
の
「
五
美
」
と
は
「
恵
而
不
費
」
「
努

而
不
怨
」
「
欲
而
不
貪
」
「
泰
而
不
騒
」
「
威
而
不
猛
」
で
あ
り
、

内
訳
は
異
な
る
が
、
『
従
政
』
と
の
類
似
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
は
、
「
子
張
問
仁
於
孔
子
、
孔
子
日
、

能
行
五
者
於
天
下
為
仁
癸
。
請
問
之
、
日
、
恭
寛
信
敏
恵
、
網
訓

利
個
、
寛
則
得
衆
、
信
則
人
任
焉
、
敏
則
有
功
、
恵
則
足
以
使
人
」

と
あ
り
、
「
恭
」
「
寛
」
「
信
」
「
敏
」
「
恵
」
を
「
五
者
」
と
す
る

点
も
注
目
さ
れ
る
。
『
従
政
』
と
の
相
違
は
「
信
」
「
敏
」
の
み
で

あ
る
。
但
し
、
陽
貨
篇
で
は
、
こ
れ
ら
五
者
を
天
下
に
実
践
で
き

る
者
が
「
仁
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
従
政
』
の
「
仁
」

は
、
張
光
裕
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
他
の
徳
目
と
並
列
関
係
に
あ

り
、
「
仁
」
の
位
置
に
や
や
相
違
が
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
論
語
』
で
「
孔
子
日
」
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
内
容
が
こ
こ
で
「
聞
之
日
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

特
筆
に
価
す
る
。
こ
れ
は
、
『
従
政
』
の
資
料
的
性
格
を
検
討
す
る

際
の
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
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失
衆
（
注
M
)
1
1

、
猛
（
注
ビ
則
亡
親
"
‘
罰
則
民
逃
璽
、
好
【
刑
】
0
9

…
…
則
民
作
見
。
凡
此
七
者
、
政
之
所
殆
也
（
注
1
6
)
0

「
従
政
」
の
際
に
留
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
「
七
幾
」
を
挙
げ

る
一
節
で
あ
る
。
「
五
徳
」
「
三
誓
」
が
「
従
政
」
の
プ
ラ
ス
要
因

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
十
怨
」
「
七
幾
」
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し

て
列
挙
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
七
幾
」
の
内
訳
は
、
「
獄
」

「
威
」
「
歯
」
「
猛
」
「
罰
」
「
好
【
刑
】
」
ま
で
確
認
ま
た
は
推
測

で
き
（
村
）
、
0
9
に
接
続
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
0
9
の
上
端
欠
損
に

よ
り
七
番
目
の
内
訳
は
未
詳
で
あ
る
。

「
七
幾
」
に
つ
い
て
、
釈
文
は
「
事
物
の
関
鍵
」
「
事
物
変
化
之

所
由
生
」
と
し
、
周
鳳
五
氏
は
「
為
政
者
の
七
種
の
不
当
措
置
」

と
す
る
。
『
読
本
』
は
、
釈
文
を
支
持
し
て
「
七
種
容
易
引
起
危
殆

的
事
」
と
す
る
が
、
釈
読
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
解
字
』
に
「
幾
、

微
也
、
殆
也
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
「
幾
」
の
ま
ま
で
良
い
と
す

る（注
l
S
)
0

⑤
0
9
聞
之
日
、
志
氣
不
至
、
其
事
不
…
…

「
従
政
」
者
の
心
構
え
「
志
氣
」
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
か
と

推
測
さ
れ
る
が
、
竹
簡
の
欠
損
に
よ
り
、
内
容
未
詳
で
あ
る
。

⑥
【
聞
之
】

10
日
、
従
政
所
務
三
霞
、
敬
、
謙
、
信
。
信
則
得
衆

璽
、
謙
則
遠
戻
、
遠
戻
所
以
…
…

「
従
政
」
者
の
「
務
」
め
と
し
て
「
敬
」
「
信
」
の
三
者

を
挙
げ
る
一
節
で
あ
る
。
こ
の

10
冒
頭
は
「
日
」
か
ら
始
ま
っ
て

お
り
、
「
聞
之
」
の
二
字
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
直
前
の
竹
簡

（
未
詳
）
末
尾
に
「
聞
之
」
の
二
字
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
「
誂
」
字
に
つ
い
て
、
釈
文
は
、
『
説
文
』
に
「
誂
、
相

呼
誘
也
」
、
そ
の
段
注
に
「
後
人
多
用
挑
字
」
と
あ
る
の
を
指
摘
し
、

「
揮
言
」
「
揮
善
」
の
意
に
近
い
と
説
く
が
、
『
読
本
』
は
、
そ
れ

で
は
「
敬
」
「
信
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
し
て
「
謙
」
に
読
む
。

こ
こ
で
は
『
読
本
』
の
説
に
従
っ
た
。

⑦
1
1
聞
之
日
、
可
言
而
不
可
行
、
君
子
不
言
。
可
行
而
不
可
言
、

君
子
不
行
。

こ
の
節
は
、
「
君
子
」
の
言
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
言
う
べ
き

も
行
う
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
君
子
は
言
わ
ず
。
行
う
べ
き
も
言
う
べ

か
ら
ざ
れ
ば
、
君
子
は
行
わ
ず
」
と
は
、
極
め
て
慎
重
な
言
動
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
類
似
句
が
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
、
上
博
楚

簡
『
縦
衣
』
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
に
見
え
る
が
、
そ
こ
で
は
い
ず
れ

も
孔
子
の
言
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、

『
従
政
』
で
「
聞
之
日
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
内
容
も
す
べ
て

孔
子
か
ら
伝
え
聞
い
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ

ろ
う
。
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⑧
1
3
聞
之
日
、
君
子
之
相
就
也
、
不
必
在
近
暁
築
…
・
:

竹
簡
の
破
損
に
よ
り
、
文
意
が
取
り
に
く
い
が
、
「
君
子
」
の
仕

事
ぶ
り
と
し
て
、
馴
れ
合
い
に
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
一
節
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
釈
読
は
『
読
本
』
に
従
っ
て
、
「
君
子
の
相

就
く
や
、
必
ず
し
も
近
き
に
在
り
て
楽
に
眠
ま
ず
」
と
し
て
お
く
。

⑨
1
6
聞
之
日
、
君
子
柴
則
治
正
“
‘
憂
則
【
…
・
:
】
乙
0
3
復
霞
0

小
人
梨
則
疑
匿
、
憂
則
昏
胃
、
怒
則
勝
璽
‘
憚
則
背
瓢
、
恥
則
犯
m
o

「
君
子
」
「
小
人
」
の
「
楽
」
「
憂
」
と
「
治
」
「
乱
」
な
ど
と

の
関
係
を
説
く
一
節
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
『
読
本
』
は
1
6
と

乙
0
3
と
を
直
接
接
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
に
は
問
題
が
あ

っ
た
。本
節
は
、
ま
ず
1
6
に
「
君
子
楽
し
め
ば
則
ち
治
正
し
く
、
憂
う

れ
ば
則
」
と
あ
り
、
以
下
残
欠
と
な
る
。
続
く
乙
0
3
に
は
「
復
。

小
人
楽
し
め
ば
則
ち
疑
い
、
憂
う
れ
ば
則
ち
昏
れ
、
怒
れ
ば
則
ち

勝
ら
ん
と
し
、
憚
れ
ば
則
ち
背
き
、
恥
れ
ば
則
ち
犯
す
」
の
よ
う

に
、
「
小
人
」
の
「
楽
」
「
憂
」
「
怒
」
「
憚
」
「
恥
」
の
五
つ
の
状

況
が
説
か
れ
て
い
る
。
「
君
子
」
と
「
小
人
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら

の
要
素
が
単
純
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、

構
成
の
上
か
ら
は
、
「
君
子
」
に
つ
い
て
も
、
「
楽
」
「
憂
」
の
他
、

「
怒
」
「
憚
」
「
恥
」
に
対
応
す
る
三
つ
の
状
況
が
1
6
末
尾
に
記
さ

れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
陳
剣
氏
「
上
博
簡
《
子
恙
》
《
従
政
》

の
後
続
に
つ
い
て
釈
文
は
前
後
不
明
と
す

篇
的
竹
簡
排
合
与
編
連
問
題
小
議
」
（
『
文
物
』
二

0
0
三
ー
五
）

は
、
こ
う
し
た
対
応
関
係
を
重
視
し
て
、
「
君
子
栗
則
治
政
、
憂
則

【
口
、
怒
則
口
、
憚
則
口
、
恥
則
】
復
」
の
よ
う
に
復
元
を
試
み

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
1
6
に
は
な
お
十
字
程
度
の
文
字
が
あ
り
、

そ
の
後
、
乙
0
3
に
接
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
1
8
聞
之
日
、
行
在
己
而
名
在
人
、
名
難
争
也
。

行
動
と
そ
れ
に
伴
う
名
声
と
の
関
係
を
説
く
一
節
で
あ
る
。
「
行

い
は
己
に
在
る
も
名
は
人
に
在
り
、
名
は
争
い
難
き
な
り
」
と
は
、

「
行
」
動
を
起
こ
す
こ
と
や
そ
の
責
任
は
自
「
己
」
に
あ
る
が
、

「
行
」
に
伴
う
「
名
」
声
・
評
価
は
他
「
人
」
に
関
わ
る
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
下
句
で
「
名
は
争
い
難
し
」
と
あ

る
。
自
己
を
離
れ
た
所
に
立
ち
上
が
る
名
声
・
評
価
に
つ
い
て
は
、

自
ら
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
立
場
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る。
こ
の
句
に
つ
い
て
釈
文
は
、
「
静
」
字
を
「
争
」
に
釈
読
す
る
根

拠
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
本
0
5
に
「
以
其
不
静
（
争
）

也
、
古
（
故
）
天
下
莫
能
輿
之
静
（
争
）
」
と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
。

釈
読
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
節
で
「
名
は
争
い
難

し
」
と
さ
れ
る
論
理
は
、
子
』
の
そ
れ
と
は
異
な
る
の
で
注
意

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
1
8
（
完
簡
）
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る
が
、
『
読
本
』
は
12
の
「
敦
行
不
倦
、
持
善
不
厭
、
雖
世
不
識
、

必
有
知
之
」
（
行
い
を
敦
く
し
て
倦
ま
ず
、
善
を
持
し
て
厭
わ
ず
。

世
識
ら
ず
と
雖
も
、
必
ず
之
を
知
る
有
り
）
に
接
続
す
る
と
す
る
。

筆
者
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
本
節
は
、

君
子
は
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
も
の
の
自
ら
は
名
声
を
求
め
ず
、

ま
た
、
俗
世
間
も
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
真
に
理
解
す
る
者

は
必
ず
い
る
、
と
い
う
文
意
で
連
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
論

語
』
学
而
篇
の
「
人
不
知
而
不
憔
、
不
亦
君
子
乎
」
が
想
起
さ
れ

る
一
節
で
あ
る
。

⑪
1
9
聞
之
日
、
行
瞼
致
命
、
飢
消
而
母
會
、
従
事
而
母
訟
、
君

子
不
以
流
言
傷
人
匿
o

[

以
下
留
白
]

「
君
子
」
の
行
動
に
つ
い
て
説
く
一
節
で
あ
る
。
「
聞
之
日
」
以

下
四
句
の
内
、
中
間
の
二
句
に
は
、
釈
読
困
難
な
文
字
が
連
続
し
、

文
意
を
つ
か
み
に
く
い
が
、
一
句
目
は
、
君
子
は
危
険
を
冒
し
て

も
使
命
を
果
た
す
、
あ
る
い
は
真
に
意
義
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

危
険
を
冒
し
命
を
投
げ
出
す
の
意
、
四
句
目
は
、
君
子
は
流
言
で

他
者
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
先

述
の
よ
う
に
、
四
句
目
の
末
尾
に
墨
釘
が
あ
り
、
そ
の
後
が
留
白

と
な
っ
て
い
る
。
『
従
政
』
全
体
の
末
尾
と
推
測
さ
れ
る
一
節
で
あ

る。

⑫
乙
0
2
聞
之
日
、
…
…

「
聞
之
日
」
は
確
認
で
き
る
が
、

で
あ
る
。

以
下
残
欠
の
た
め
内
容
不
明

⑬
乙

0
3
聞
之
日
、
従
政
、
不
治
則

IL霞
、
治
也
至
則
口
…
…

同
様
に
、
残
欠
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑭
乙
0
4
聞
之
日
、
？
誨
而
恭
遜
、
教
之
勧
也
。
温
良
而
忠
敬
、

仁
之
宗
【
也
】
。
…
…

難
読
字
が
あ
り
、
文
意
を
取
り
づ
ら
い
が
、
概
ね
、
態
度
が
恭

遜
で
あ
る
こ
と
が
「
教
之
勧
」
、
「
温
良
」
「
忠
敬
」
が
「
仁
之
宗
」

で
あ
る
と
説
く
一
節
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
部
分
的
に
、
『
礼
記
』

内
則
・
祭
統
•
細
衣
の
各
篇
、
『
論
語
』
為
政
篇
な
ど
と
類
似
し
て

い
る
。「
教
の
勧
な
り
」
と
は
、
『
論
語
』
為
政
篇
の
「
季
康
子
問
使
民

胃
以
勧
、
如
之
何
、
子
日
、
臨
之
以
荘
、
則
敬
、
孝
慈
、
則
忠
、

學
善
而
教
不
能
、
則
勧
」
を
参
考
に
す
る
と
、
民
を
勧
奨
す
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
教
化
の
方
法
の
意
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
温
良
」
の
語
は
、
『
礼
記
』
内
則
篇
に
「
必
求
其
寛
裕
、
慈
恵
、

幽
尉
‘
恭
敬
、
慎
而
寡
言
者
、
使
為
子
師
」
、
同
・
儒
行
篇
に
「
副
．

良
者
、
仁
之
本
也
」
、
『
論
語
』
学
而
篇
に
「
子
貢
日
、
夫
子
温
良

恭
倹
譲
以
得
之
、
夫
子
之
求
之
也
、
其
諸
異
乎
人
之
求
之
輿
」
な
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ど
と
見
え
る
。

以
上
、
「
聞
之
日
」
を
手
が
か
り
に
十
四
の
分
節
を
行
い
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と
め
て
み
た
。
た
だ
、
『
従

政
』
に
は
こ
れ
以
外
に
も
、
内
容
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
部
分
が

い
く
つ
か
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
竹
簡
の
残
欠
に
よ
り
「
聞

之
日
」
が
確
認
で
き
な
い
だ
け
で
、
本
来
は
右
の
各
節
と
同
じ
よ

う
に
節
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
そ
の
他
の
節

そ
こ
で
、
引
き
続
き
、
「
聞
之
曰
」
を
確
認
で
き
な
い
も
の
の
内

容
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
節
、
を
順
次
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

①
1
4
有
所
有
餘
而
不
敢
盛
之
、
有
所
不
足
而
不
敢
弗
【
勉
】
。

過
不
足
に
応
じ
て
の
心
構
え
を
説
く
一
節
で
あ
る
。
「
余
り
有
る

所
有
る
も
敢
て
之
を
尽
く
さ
ず
、
足
ら
ざ
る
所
有
れ
ば
敢
て
勉
め

ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
は
、
余
裕
が
あ
る
時
に
も
油
断
せ
ず
、
不
足

の
時
に
は
必
ず
努
力
す
べ
き
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

釈
文
は
前
後
の
接
続
未
詳
と
し
な
が
ら
も
、
文
意
に
つ
い
て
は
、

『
左
伝
』
成
公
九
年
に
「
君
子
日
、
侍
階
而
不
備
、
罪
之
大
者
也
、

備
豫
不
虞
、
善
之
大
者
也
、
慈
侍
其
晒
、
而
不
脩
城
郭
、
決
辰
之

間
、
而
楚
克
其
三
都
、
無
備
也
夫
、
詩
日
、
雖
有
絲
麻
、
無
棄
菅

剛
、
雖
有
姫
姜
、
無
棄
蕉
莱
、
凡
百
君
子
、
莫
不
代
直
、
言
備
之

不
可
以
已
也
」
と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
。
ま
た
『
読
本
』
は
、
陳

偉
氏
が
『
礼
記
』
中
庸
篇
の
「
庸
徳
之
行
、
庸
言
之
謹
、
有
所
不

足
、
不
敢
不
勉
、
有
餘
不
敢
盛
、
言
顧
行
、
行
顧
言
」
を
引
く
の

を
指
摘
す
る
。
文
末
の
欠
字
は
、
前
句
と
の
対
応
や
中
庸
篇
の
用

例
か
ら
、
「
勉
」
字
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

②
15
母
暴
、
母
虐
、
母
賊
、
母
貪
。
不
修
不
武
、
謂
之
必
成
則

暴
、
不
教
而
殺
則
虐
置
。
命
無
時
、
事
必
有
期
則
賊
置
。
為
利

柾
0
5
事
則
貪
口
0

「
従
政
」
者
と
し
て
避
け
る
べ
き
行
為
を
説
く
一
節
で
あ
る
。

「
暴
な
る
母
か
れ
、
虐
な
る
母
か
れ
、
賊
す
る
母
か
れ
、
貪
な
る

母
か
れ
」
と
「
暴
」
「
虐
」
「
賊
」
「
貪
」
の
四
つ
を
挙
げ
、
各
々

「
修
め
ず
武
せ
ず
し
て
、
之
に
必
ず
成
せ
と
謂
う
は
、
則
ち
暴
。

教
え
ず
し
て
殺
す
は
則
ち
虐
。
命
に
時
無
く
し
て
、
事
必
ず
期
す

る
有
る
は
則
ち
賊
。
利
の
為
に
事
を
柾
ぐ
る
は
則
ち
貪
」
と
説
明

を
加
え
て
い
く
。

直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
『
論
語
』
党
日
篇
の
「
四
悪
」
で
あ

ろ
う
。
党
日
篇
に
は
、
子
張
と
の
問
答
と
し
て
、
「
子
張
日
、
何
謂

四
悪
。
子
日
、
不
教
而
殺
、
謂
之
虐
、
不
戒
視
成
、
謂
之
暴
‘
側

令
致
期
謂
之
賊
、
猶
之
輿
人
也
、
出
納
之
吝
‘
謂
之
有
司
」
と
あ
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但
し
、
『
従
政
』
と
発
日
篇
と
で
は
「
暴
」
の
順
序
が
逆

に

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

党

曰

篇

に

見

え

る

の

語

は

『

従

政
』
に
は
な
く
、
他
の
句
と
同
様
、
一
字
で
と
記
さ
れ
て

い
る
。
尭
日
篇
と
の
間
に
若
干
の
揺
れ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
表

現
に
つ
い
て
も
、
「
四
悪
」
の
内
訳
を
説
明
す
る
際
、
発
日
篇
は
、

「
S
S謂
之

0
」
と
い
う
句
法
で
三
句
ま
で
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、

「
有
司
」
の
語
が
登
場
す
る
四
句
目
の
み
破
格
で
あ
る
。
一
方
、

『
従
政
』
は
、
「

S
S則
O
」
で
四
句
と
も
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、

一
句
目
の
み
「
不
修
不
武
謂
之
必
成
則
暴
」
と
、
「

S
S則
0
」
句

の
中
に
「

S
S
謂
之

0
」
句
が
挟
み
込
ま
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

③
【
先
】
1
7
人
則
啓
道
之
、
後
人
則
奉
相
之
、
是
以
日
君
子
難

得
而
易
使
也
。
其
使
人
器
之
曰
。
小
人
先
之
、
則
絆
致
之
。
【
後

人】

18
則
暴
毀
之
、
是
以
日
小
人
易
得
而
難
使
也
。
其
使
人

必
求
備
焉
“
゜

「
君
子
」
と
「
小
人
」
と
を
対
比
す
る
一
節
で
あ
る
。
『
論
語
』

子
路
篇
に
見
ら
れ
る
孔
子
の
言
が
、
こ
こ
で
は
「
是
以
日
」
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
両
者
に
は
、
重
要
な
相
違
点
も
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
『
従
政
』
の
編
纂
意
図
に
も
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

る。

以
上
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と
分
節
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
連
接
に
つ
い
て
は
、
『
読
本
』
の
成
果

を
更
に
微
調
整
し
、
ま
た
、

19
簡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
『
読
本
』

と
は
異
な
る
意
見
を
提
示
し
た
。
戦
国
楚
簡
に
お
け
る
各
種
符
号

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
も
多
い
が
、
符
号
と
留
白

と
の
組
み
合
わ
せ
の
意
味
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
従

政
』
に
お
い
て
も
、
墨
釘
・
留
白
の
見
ら
れ
る

19
簡
を
全
体
の
最

終
簡
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結

五
口
ニ―

-a

④
乙

0
5
子
強
行
、
以
待
名
之
至
也
。
君

1
1
言
見
善
行
、
納
其
身
焉
、
可
謂
學
突
璽
o

「
君
子
」
の
「
名
」
と
「
学
」
に
つ
い
て
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。

「
君
子
は
行
い
に
強
め
て
、
以
て
名
の
至
る
を
待
っ
」
と
は
、
先

の
⑩
節
と
同
様
の
主
旨
を
述
べ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
君
子

は
善
言
を
聞
き
て
以
て
其
の
言
を
改
め
、
善
行
を
見
れ
ば
其
の
身

に
納
む
、
学
と
謂
う
べ
し
」
（
注
1
9
)
と
、
他
者
の
善
言
・
善
行
を
鑑

と
し
て
自
己
改
革
を
遂
げ
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
く
。
他
者
に
学

ぶ

こ

う

し

た

柔

軟

な

姿

勢

が

と

定

義

さ

れ

る

の

も

、

本

節

の
特
色
で
あ
る
。

以
改
其

(128) 



分
節
に
つ
い
て
は
、
「
聞
之
日
」
を
手
が
か
り
に
十
四
の
節
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
竹
簡
の
欠
損
に
よ
り
「
聞
之
日
」

が
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
節
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
ま
と
ま

り
が
更
に
四
つ
程
度
あ
る
こ
と
も
推
定
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
『
従
政
』

は
、
少
な
く
と
も
十
八
程
度
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
献
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
節
ご
と
の
緊
密
な
論
理
の
展

開
と
い
う
も
の
は
特
に
想
定
で
き
ず
、
全
体
は
「
従
政
」
と
い
う

主
題
の
も
と
に
緩
や
か
な
関
係
を
持
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
各
節
の
分
量
は
、
竹
簡
の
残
欠
も
あ
り
確
定
的
な
こ
と

は
言
え
な
い
が
、
概
ね
数
十
字
程
度
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
つ

ま
り
『
従
政
』
は
多
く
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
は
言
っ
て
も
、

郭
店
楚
簡
『
語
叢
』
の
よ
う
な
短
文
の
集
積
物
で
は
な
い
。
し
か

し
ま
た
、
長
大
な
論
理
が
延
々
と
展
開
さ
れ
た
り
、
節
の
内
部
に

更
に
問
答
体
に
よ
る
議
論
が
挟
み
込
ま
れ
た
り
す
る
、
と
い
う
よ

う
な
文
献
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
「
聞
之
日
」
と
い
う
一
貫
し
た
聞

き
書
き
の
体
裁
が
各
節
の
質
と
量
を
適
度
に
制
御
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

で
は
、
内
容
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
点
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
「
従
政
」
者
の
理
想
像
が
「
君
子
」
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
『
論
語
』
『
礼
記
』
な
ど
伝
世
儒
家
系
文

献
に
お
け
る
孔
子
の
言
と
類
似
す
る
文
言
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る

(
1
)

『
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
、

0
三
年
）
所
収
の
『
従
政
』
解
題
参
照
。

(
2
)

以
下
、
『
従
政
』
の
竹
簡
番
号
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
張
光
裕
氏

の
釈
文
に
従
う
が
、
例
え
ば
、
甲
篇
第
一
簡
に
つ
い
て
は
01
、
乙
篇

第
一
簡
に
つ
い
て
は
乙
01
な
ど
と
略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
3
)

こ
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
発
表
さ
れ
て
い
る
札
記
類
も
あ

る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
見
解
は
後
に
修
正
や
削
除
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
『
読
本
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
読

解
に
際
し
て
特
に
参
考
と
し
た
も
の
を
除
き
、
そ
れ
ら
を
直
接
取
り

上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
方
針
と
し
た
。

(
4
)
『
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
、
二

O

0
三
年
）
所
収
の
「
書
誌
情
報
用
語
解
説
」
参
照
。

(
5
)
福
田
哲
之
氏
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
子
羊
~
』
の
再
検
討
」

注

1
0
 

こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
一
口
に
「
君
子
」
「
従
政
」
と
っ
て
も
、
そ
の
意
味
す

る
所
は
広
く
、
ま
た
、
孔
子
の
言
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
も
慎
重

な
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

別
稿
に
お
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
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（
『
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
、
二

O

0
三
年
）
参
照
。

(
6
)

釈
文
が
「
餘
」
と
釈
読
す
る
文
字
は
、
文
意
未
詳
で
あ
る
（
余
す

所
な
く
統
治
す
る
の
意
か
）
。
『
読
本
』
は
「
予
」
と
読
み
、
三
代
の

明
王
が
自
己
の
オ
能
と
徳
行
に
よ
っ
て
天
下
を
獲
得
し
た
の
で
あ
り
、

誰
か
に
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
意
に
解
す
。
但
し
、
「
自

己
の
オ
能
と
徳
行
に
よ
っ
て
」
と
い
う
文
意
は
原
文
か
ら
は
読
み
取

れ
な
い
。
そ
の
他
の
可
能
性
と
し
て
「
舎
（
す
て
る
、
の
ぞ
く
）
」
も

考
え
ら
れ
る
。

(
7
)

「
而
□
取
之
」
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
周
鳳
五
氏
は
こ
の
残
筆
と

第
十
四
簡
の
「
盛
」
字
と
が
近
似
し
て
い
る
と
す
る
が
、
写
真
版
か

ら
は
確
認
で
き
な
い
。
類
似
表
現
と
し
て
、
『
墨
子
』
魯
問
篇
に
「
~

者
、
三
代
之
聖
王
萬
湯
文
武
、
百
里
之
諸
侯
也
、
説
忠
行
義
、
瞑
式
＇

甘
」
と
あ
る
。
欠
字
は
「
取
」
を
修
飾
す
る
副
詞
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。

(
8
)
『
読
本
』
は
、
「
其
乱
、
王
予
人
邦
家
土
地
」
と
釈
読
し
た
上
で
、

こ
の
「
人
」
は
一
般
の
人
民
で
は
な
く
、
特
定
の
「
親
信
之
人
」
で

あ
り
、
そ
れ
ら
近
親
者
の
み
に
邦
家
土
地
を
与
え
た
た
め
民
は
そ
の

行
為
を
不
義
と
見
な
し
た
と
解
す
。
ま
た
、
『
読
本
』
は
、
こ
れ
が
具

体
的
な
歴
史
上
の
事
件
（
燕
王
噌
の
禅
譲
）
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る

と
説
き
、
そ
れ
を
基
に
、
上
博
楚
簡
の
成
立
時
期
を
前
三
一
八
年
（
燕

王
噌
禅
譲
事
件
）

S
前
二
七
八
年
（
楚
遷
都
）
の
間
と
推
定
す
る
。

方
、
周
鳳
五
•
陳
偉
の
両
氏
は
「
乱
王
」
で
句
読
し
、
「
明
王
」
と

の
対
義
語
で
あ
る
と
す
る
。
『
墨
子
』
天
志
下
篇
や
魯
問
篇
に
は
、
「
三

代
之
聖
王
」
と
「
三
代
之
暴
王
」
と
を
対
比
す
る
用
例
が
見
ら
れ
る

が
、
「

lL
王
」
の
用
例
は
伝
世
文
献
に
見
え
な
い
。
な
お
、
「
餘
」
を

「
舎
」
と
釈
読
す
れ
ば
、
乱
世
の
時
代
の
王
は
、
天
下
全
体
を
包
括

す
る
の
で
は
な
く
、
一
部
の
邦
家
・
土
地
を
見
捨
て
る
の
意
と
な
る
。

(
9
)

釈
文
は
隷
定
し
た
「
述
」
字
を
「
遂
」
に
釈
読
す
る
が
、
陳
偉
氏

お
よ
び
『
読
本
』
は
「
逐
」
に
読
み
、
法
律
の
遺
漏
を
衝
い
て
利
を

逐
う
の
意
に
解
す
。
こ
こ
で
は
釈
文
に
従
っ
た
。

(10)
釈
文
は
「
防
亦
反
是
」
と
釈
読
す
る
が
、
『
読
本
』
は
「
謗
亦
反
是
」

に
読
み
、
誹
謗
も
己
の
身
に
返
っ
て
く
る
、
の
意
に
解
す
。
劉
楽
賢

氏
は
「
謗
亦
随
是
」
に
読
み
、
誹
謗
も
そ
れ
に
従
っ
て
来
る
、
の
意

に
解
す
。
こ
こ
で
は
『
読
本
』
に
従
っ
た
。

(11)
子
路
篇
の
「
善
人
為
邦
」
に
つ
い
て
、
皇
侃
『
義
疏
』
は
、
「
善
人
」

を
「
賢
人
」
と
理
解
し
、
ま
た
、
「
邦
を
為
」
め
る
の
は
「
諸
侯
」
で

あ
る
と
説
く
。
「
善
人
教
民
七
年
」
に
つ
い
て
は
、
刑
昂
疏
も
「
此
章

言
善
人
為
政
之
法
也
。
善
人
謂
君
子
也
、
即
就
也
、
戎
兵
也
」
と
説

き
、
善
人
を
為
政
者
と
す
る
が
、
本
節
の
よ
う
な
理
解
は
示
さ
な
い
。

(12)
劉
宝
楠
『
正
義
』
は
、
述
而
篇
と
こ
の
先
進
篇
の
「
善
人
」
は
と

も
に
「
諸
侯
」
の
意
で
あ
る
と
説
く
。

(13)
本
簡
の
後
に
は
「
十
怨
」
に
関
す
る
内
容
が
接
続
す
る
筈
で
あ
る
。

『
読
本
』
が
指
摘
す
る
通
り
、
乙

01
簡
「
日
犯
人
之
務
、
十
曰
口
恵
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而
不
係
…
…
」
が
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
即
ち
、
こ

の
間
に
「
十
怨
、
一
日
…
…
、
九
」
に
相
当
す
る
内
容
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

(14)
「
歯
」
は
『
読
本
』
の
釈
読
に
従
う
。
「
歯
恭
」
（
荒
っ
ぽ
く
不
注
意
、

お
ろ
そ
か
、
粗
略
）
の
意
。
『
荘
子
』
則
陽
篇
に
「
君
為
政
焉
勿

tI、

治
民
焉
勿
滅
裂
（
君
政
を
為
す
に
歯
恭
に
す
る
こ
と
勿
か
れ
、
民
を

治
む
る
に
滅
裂
に
す
る
こ
と
勿
か
れ
）
」
と
あ
る
。
「
失
衆
」
に
つ
い

て
釈
文
は
、
『
礼
記
』
大
学
篇
に
「
道
得
衆
則
得
國
、
兒
~
則
失
國
」

と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
。

(15)

「
猛
」
は
『
読
本
』
に
従
う
。

(16)
釈
文
は
「
政
之
所
治
也
」
と
釈
定
す
る
が
、
『
読
本
』
は
「
七
幾
」

は
政
治
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
る
か
ら
、
「
所
治
」
で
は
意
味

が
通
ら
な
い
と
し
、
「
政
之
所
怠
也
」
と
釈
読
す
る
。
周
鳳
五
氏
は
「
政

之
所
殆
也
」
と
す
る
。
『
論
語
』
微
子
に
「
巳
而
、
巳
而
、
今
之
従
政

者
殆
而
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
周
氏
の
見
解
に
従
っ
た
。

(17)

「
好
」
の
直
後
の
欠
字
、
釈
文
は
「
勇
」
、
陳
偉
氏
お
よ
び
『
読
本
』

は
「
型
（
刑
）
」
を
補
う
。

(18)

な
お
、
釈
文
は
、
上
博
楚
簡
『
曾
子
』
（
未
公
開
）
に
「
是
故
耳
目

者
、
心
之
門
也
、
好
悪
之
幾
（
機
）
也
」
と
あ
る
の
を
紹
介
す
る
。

(19)

釈
文
は
、
乙

05
と
11
の
接
続
を
想
定
し
な
い
の
で
、

11
冒
頭
部
を

「
言
見
善
行
、
納
其
：
・
・
:
」
と
句
読
す
る
が
、
乙

05
と
の
接
続
を
考

慮
す
れ
ば
、
「
言
」
の
後
で
句
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(131) 




